
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

賛
　
成

●
令
和
３
年
度
決
算
で
は
、
歳
入

の
根
幹
で
あ
る
市
税
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

減
少
と
な
っ
た
。
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
中
、
新
た
な
自
主
財

源
の
確
保
に
向
け
、
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
歳

出
で
は
、
予
算
の
柱
で
あ
る
５
つ

の
政
策
ご
と
に
意
見
を
述
べ
る
。

「
都
市
づ
く
り
」で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。結
果
を
公
表
し
、地
域

の
要
望
な
ど
を
的
確
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。「
産
業
の
活

性
化
」で
は
、新
た
な
事
業
に
取
り

組
む
企
業
へ
補
助
金
を
助
成
し
、

企
業
経
営
の
強
化
を
図
っ
た
。「
地

域
福
祉
社
会
の
実
現
」で
は
、元
気

な
高
齢
者
の
社
会
参
画
促
進
に
向

け
、ア
ク
テ
ィ
ブ
･
シ
ニ
ア
応
援
出

張
窓
口
の
開
設
や
、
体
験
教
室
を

開
催
し
た
。
高
齢
者
の
生
き
が
い

や
活
躍
の
場
が
創
出
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。「
子
ど
も
･
女
性
政
策
」

で
は
、
少
子
化
や
人
口
減
少
社
会

で
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
支
援
や
、
教
育
環
境
の

充
実
が
図
ら
れ
、児
童
･
生
徒
に
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
整

備
さ
れ
、
家
庭
学
習
に
お
い
て
も

学
び
が
保
障
さ
れ
た
。「
都
市
の

質
の
向
上
」で
は
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど

が
で
き
る
光
綾
公
園
多
目
的
フ
ィ

ー
ル
ド
が
完
成
し
た
。
上
土
棚
地

区
に
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る

防
災
倉
庫
を
整
備
し
た
。
今
後
、

市
民
重
視
の
施
策
を
実
施
し
、
活

力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬
の
実
現

を
望
み
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
創
政
会
）

●
令
和
３
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳

出
と
も
に
大
幅
な
減
と
な
っ
た
。

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
で
実
質

赤
字
は
な
く
、
健
全
な
財
政
が
維

持
さ
れ
て
い
る
と
高
く
評
価
す

る
。総
務
費
で
は
、市
活
性
化
応
援

寄
附
事
業
で
返
礼
品
を
寄
附
者
に

送
付
さ
れ
た
。今
後
も
、特
産
品
に

よ
る
フ
ァ
ン
の
獲
得
や
知
名
度
の

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。民
生
費
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た

子
育
て
世
帯
や
住
民
税
非
課
税
世

帯
な
ど
へ
給
付
金
給
付
事
業
が
実

施
さ
れ
、
支
援
が
必
要
な
世
帯
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
た
。待
機
児
童
の
解
消
に
は
、

受
け
入
れ
人
数
を
増
や
し
た
保
育

所
に
補
助
金
を
助
成
し
、
待
機
児

童
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
評
価

す
る
。
保
育
士
の
確
保
や
定
着
の

難
し
さ
も
あ
る
が
、
今
後
も
、
継

続
的
な
支
援
に
取
り
組
む
よ
う
期

待
す
る
。衛
生
費
で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

が
施
行
さ
れ
、
市
民
の
感
染
予
防

や
地
域
で
の
ま
ん
延
防
止
が
図
ら

れ
た
。土
木
費
で
は
、住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
の
支
援
が
実
施
さ
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
民
の
居

住
環
境
の
向
上
を
促
進
で
き
た
。

教
育
費
で
は
、児
童
・
生
徒
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
授
業
で
活
用
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
支
援
員
を

各
小
・
中
学
校
に
週
１
回
配
置

し
、
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど

の
支
援
が
行
わ
れ
た
。今
後
も
、こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
、

市
民
目
線
に
立
っ
た
施
策
の
実
施

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
公
明
党
）

●
令
和
３
年
度
は
、
自
主
財
源
な

ど
の
低
下
に
よ
る
懸
念
が
あ
る

が
、
お
お
む
ね
健
全
な
財
政
運
営

が
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。「
都

市
づ
く
り
」で
は
、今
後
の
高
齢
社

会
を
見
据
え
、
市
民
の
足
を
ど
う

つ
く
る
か
の
課
題
が
あ
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
公
共
交
通
を
構
築
し
て

も
ら
い
た
い
。「
産
業
の
活
性
化
」

で
は
、
観
光
の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
起
用
し
、
新
た
な
観
光
の
創

出
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
大
き
く

評
価
す
る
。Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
駆

使
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

を
評
価
す
る
。
中
小
製
造
企
業
の

経
営
計
画
や
生
産
性
の
向
上
、
事

業
承
継
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

り
、
社
会
的
価
値
を
高
め
る
手
法

は
、
今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま

る
と
考
え
る
。
多
く
の
企
業
が
参

加
す
る
よ
う
事
業
の
促
進
を
要
望

す
る
。「
子
ど
も
・
女
性
政
策
」
で

は
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

の
設
置
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も

と
家
族
、
妊
産
婦
に
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
い
、
児
童
虐
待
に
も

迅
速
な
対
応
が
で
き
た
こ
と
は
大

き
く
評
価
す
る
。「
都
市
の
質
の

向
上
」
で
は
、
終
末
処
理
場
消
化

槽
設
置
に
よ
る
汚
泥
減
量
化
と
消

化
ガ
ス
発
電
事
業
基
本
設
計
が
終

了
し
た
。
消
化
ガ
ス
を
用
い
た
発

電
事
業
は
大
い
に
注
目
し
、
評
価

し
て
い
る
。
市
民
に
も
大
き
く
Ｐ

Ｒ
し
、
順
調
に
工
事
が
進
む
こ
と

を
願
い
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

反
　
対

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
は
、
市
が
２
０
１
４
年
に
策
定

し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
」
に
沿
っ
た
対
応

で
は
な
く
、
国
や
県
か
ら
の
指
示

に
基
づ
き
、市
の
役
割
の
中
、対
応

し
て
き
た
。
行
動
計
画
で
は
感
染

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
要
援
護
者

へ
の
生
活
支
援
な
ど
を
市
が
行
う

と
し
て
い
る
が
、
県
と
覚
書
を
結

ぶ
こ
と
で
個
人
情
報
の
共
有
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
覚
書
を

結
ば
ず
に
行
動
計
画
に
沿
っ
た
対

応
を
し
な
か
っ
た
。
現
在
の
よ
う

な
国
や
県
任
せ
の
対
策
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
行
動
計
画
に
基
づ
い

た
総
括
を
行
い
、
市
民
一
人
一
人

に
寄
り
添
う
対
応
に
改
め
て
も
ら

い
た
い
。
65
歳
以
上
の
新
た
な
障

が
い
者
は
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成
の
対
象
外
だ
が
、
年
齢
に
よ
る

差
別
の
撤
廃
を
求
め
る
。
国
民
健

康
保
険
の
高
い
保
険
税
を
引
き
下

げ
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
増
額
す
べ
き
で
あ
る
。

受
益
者
負
担
の
原
則
を
信
奉
し
て

い
る
が
、
公
民
館
な
ど
は
無
料
が

原
則
で
あ
り
、
有
料
化
で
活
動
が

困
難
な
市
民
の
声
を
受
け
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。
営
利
企
業
に
業
務

を
丸
投
げ
し
、
労
働
条
件
の
悪
化

を
招
い
て
い
る
指
定
管
理
者
制
度

や
、
国
の
国
民
監
視
強
化
と
個
人

情
報
流
出
の
危
険
が
大
き
い
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
推
進
も
評
価
で

き
な
い
。
税
金
滞
納
者
の
差
し
押

さ
え
な
ど
が
増
え
た
が
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
を
基
本
に
、

生
活
再
建
を
最
優
先
す
べ
き
こ
と

を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

�

（
日
本
共
産
党
）

表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。
金額、構成比などの数値は、個々の積み上げと合計額が一致しない場合があります。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和 ３ 年度決算状況（一般会計）

【市税】� 　１２９億８１３万円
【民生費】
� 　１４０億５,７４６万円

【土木費】
� 　３４億６,２８６万円

【総務費】
� 　５７億５９６万円

【教育費】
� 　２６億４,６１０万円

【消防費】
� 　　１２億８,７６８万円

【衛生費】
� 　３４億６,１６６万円

【公債費】
� 　２０億１２２万円

その他
� 　　７億３,２８５万円

【国・県支出金】� 　１１６億６,２１９万円

【地方消費税交付金・地方特例交付金・
�地方交付税等】� �４６億３,８９９万円

【市債】� １７億８,２７０万円

【国有提供施設等所在市町村
�助成交付金等】� 　１２億３,５７１万円

【地方譲与税】� 　　１億７,８２９万円

【繰入金】� 　　２億７,９７４万円

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

【財産収入・寄附金・�繰入金・諸収入】
� １８億７,１５４万円

【繰越金】� 　１６億９,０６１万円

【使用料及び手数料】� 　１億４,４６０万円

【分担金及び負担金】� 　�１億３,７３７万円

歳 入
３65億2,987万円 ３３３億5,579万円

歳 出

３5.３%

３2.0%

12.5%

4.9%
３.4%

5.2%
4.6%

0.4%0.4%

42.1%

17.1%

10.4%

10.4%

7.9%

6.0%
３.9%

0.5%0.8% 2.2%

令和 4年（2022年）11月 第197号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 2）


